
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《ひぐちん通信》2014年 7月号 

ひぐちん通信 
ヒグチ鋼管株式会社 〒547-0001大阪市平野区加美北 4-6-21 

Tel:06-6791-7788 fax:06-6791-8588 代表取締役 樋口浩邦 

2025 年 6 月号（vol.135） 

◆麻雀教室に通い続けて１年が経ちました！◆ 

こんにちは、お世話になっております。ヒグチ鋼管代表の樋口です。ひぐちん通

信第１３５号をお送りいたします。よろしくお願いいたします。 

さて、ちょうど１年前に発行いたしましたひぐちん通信第１２３号でこんなことを書

かせていただきました。「実は先日、友人に誘われて阿倍野の近鉄文化サロンで開

催されている麻雀教室に通い始めました」と。 

そこから第１第３水曜の月２回のペースで通い続けている麻雀教室は健康麻雀

なので賭け事は一切無し。礼儀正しい麻雀です。友達に引っ張られながらそれなり

に楽しい時間を過ごせてはいたのですが、月２回というペースですと、私の場合は

日頃忙しいこともあって、なかなか麻雀を覚えるまでには至らず、あまり上達できて

ないなぁと感じていました。 

そんな中、友達のひと言がきっかけで、ある決断をしました。どういう決断かとい

うと、月２回の麻雀を週１回のペースにしたのです。麻雀教室に通う回数を増やした

のではなく、その教室を主催する先生が、同じく天王寺で火木土に麻雀サロンをさ

れており、麻雀教室がない週の火曜か木曜に、その麻雀サロンに足を運ぶようにし

たのです。その都度の予約制なので、行ける時に行けて、とても便利です。 

麻雀サロンのお客さんの多くは玄人はだしの腕前なので、覚える必要がある役

や点数計算などについて、さすがに前もって予習するようになり、月２回のときと比

べて少しずつですが、麻雀が上達していることを実感します。 

最初に誘ってくれた友達がいっしょなのもありますが、週１回の麻雀はとても楽し

く、対局する４時間があっという間です。けっこう集中して楽しめるゲームで、とても

いい気分転換にもなっています。また、麻雀はコミュニケーションツールのひとつで 

あり、歳を取ってからもずっとできるという側面もあります。 

最近、少しずつですが上達を実感し始めたところなので、この成

長のチャンスを逃さず、このまま週１回のペースでやっていこうと思

っています。 



 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【発行者プロフィール】              

名前：樋口浩邦（ひぐちひろくに） E メール：hirokunister@gmail.com 

誕生日：昭和４１年３月１６日 出身地：大阪市東住吉区 

経歴：関西大学卒業後、丸一鋼販(株)に入社。名古屋営業所で５年間お世話 

になった後、ヒグチ鋼管(株)入社。平成１３年７月に代表取締役就任。 

令和３年１２月に溝口工業(株)を、令和５年７月に(株)三洋精密工業を子会社に。 

趣味：仏道実践・ゴルフ・読書 モットー：『大丈夫！なんとかなる( ´ ▽ ` )ﾉ』 

◆３Ｓ活動＆業務改善情報◆ 

(整理・整頓・清掃)当社の取り組みをご紹介します。 

◆発行者コラム◆ 

「日本でいちばん大切にしたい会社」大賞で受賞したのを機に講演のご依頼をい

ただくようになりました。直近では７月４日（金）１１：００～１２：００に大阪は南森町、

NNA株式会社様（代表：佐藤元相様）が主催の「『差別化戦略』×『事業承継』 成功

事例を学ぶ社長のためのオンラインセミナー」で２０分ほどお話させていただくことに

なりました。ご興味がある方は NNA 様の HP よりお申込みください。７月４日のセミ

ナーは無料で受講できます。樋口 

①長さを微調整する「かまし」をまとめて缶に入れていた
が、厚みごとに分けて保管したことで、使いたい「かまし」を
探す手間がなくなりました。ｂｙ川中剛・ニャンギエム 

③落っことしてもメジャー（物差し）の先が破損しない
ように保護するカバーを改良しました。ｂｙ柴尾中宝 

④雑然と物が置かれていたので、棚を作成し整理
整頓しました。ｂｙ中山広一・澤田靖明 

②風が強い日で
も倒れないよう
に、サイクルスタ
ンドを作成しまし
た。ｂｙ武知伸一 

⑤発注日（月曜日から金曜日）と鋼種（鉄か
ステンレス）ごとにファイルを仕分けしまし
た。ｂｙ真崎肇 


